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課 題 ①

◎循環器系の疾患による入院医療費が全国平均を上回る
・循環器系の疾患の入院医療費の中でも虚血性心疾患や脳梗塞によるものの寄与度が大きい。
・血圧のリスク保有率では男女ともに全国平均を上回る。
・業態別では社会保険・社会福祉・介護事業や道路貨物運送業、その他運送業といった運輸関係の業態の血圧のリスク保有率が高い。

これまでの取組と
評価

◎これまでの取組と結果

・将来的に虚血性心疾患や脳血管疾患につながるメタボリックシンドローム対策としての特定保健指導。
実施率：R5年度実施率17.1％（前年度比＋2.7％増）
利用案内率：R4年度42.7％で最下位だったが、R5年度第1-3四半期は61.3％（45位）まで上昇

・特定保健指導該当者割合が男性でR4年度28.7％からR5年度28.3％に減少しているが、女性は11.3％から11.4％に増加している。
・未治療者に対する受診勧奨の二次勧奨について、一次勧奨対象者まで基準を拡大して実施。健診受診月から10ヶ月以内の医療機関受診率
は31.6％（R4年度健診受診分）から33.3％（R5年４月～8月健診受診分）まで上昇しており、全国平均（34.0％）に近い値となっている。
・肥満と高血圧が健康課題である君津地域・職域連携推進協議会に参画し、管内の市町村や商工会議所等と食事、運動、重症化予防に取り組
んでいる。
◎取組に対する評価

・利用案内率の増加、特定保健指導実施率の向上が特定保健指導該当者率の減少（男性）につながっている可能性がある。
・業態別の取組は着手できていない。

課 題 ②
◎食習慣NGの者の割合が全国平均と比較して著しく高い。
・男女ともに全国平均と比較して食習慣に関する健診時質問の結果（「就寝時2時間内夕食あり」「朝食を抜く習慣あり」「食事(4問中)2問以上
NG者」）の割合が高い。

これまでの取組と
評価

◎これまでの取組と結果

・「正しい食習慣」に焦点を絞った事業及び広報は行っていない。
・特定保健指導時には食習慣の改善を働きかけているが、特保指導対象者以外へのアプローチはほとんどできていない。
・肥満と高血圧が健康課題である君津地域・職域連携推進協議会に参画し、管内の市町村や商工会議所等と食事、運動、重症化予防に取り組
んでいる。
◎取組に対する評価

・食習慣に対する介入は特定保健指導以外ほぼできていない。

血圧リスク保有者に
対する啓発事業

道路貨物運送業、その他運送業の加入者のうち血圧リスクのある者（男性）について、さらに、腹囲のリスクの有無、食習慣に関する質問（就
寝前2時間以内の夕食・朝食抜き）の回答の内容によって4パターン（①腹囲リスクあり＋食習慣が悪い、②腹囲リスクあり＋食習慣が悪くない、
③腹囲リスクなし＋食習慣が悪い、④腹囲リスクなし＋食習慣が悪くない）に分類して、パターン別に生活改善を促す勧奨文書を作成して送付
する。また、送付に当たっては、通知受け取り後から次の健診を受診するまでの生活習慣の改善状況や健診結果の変化を見る必要があるため、
健診結果が確認できた者からコンスタントに複数回（4回）に分けて発送する。

血圧リスク（腹囲リスク、食習慣が悪いこと）から今後、想定される疾病や道路貨物運送業、その他運送業の業務にとって影響が考えられる事象
など掲載した情報を提供することで、対象者自らが改善を図るよう促すことができる。
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発送スケジュール
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勧奨通知（外側） ①腹囲リスクあり＋食習慣が悪い
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勧奨通知（外側） ②腹囲リスクあり＋食習慣が悪くない
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勧奨通知（外側） ③腹囲リスクなし＋食習慣が悪い
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勧奨通知（外側） ④腹囲リスクなし＋食習慣が悪くない
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勧奨通知（内側）
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課 題 ③
◎咀嚼能力が低い者の割合が全国平均と比較して著しく高い
・男女ともに全国平均と比較して咀嚼能力が低い者（「噛み難い」者及び「殆ど噛めない」者）の割合が高い。
・業態別では道路貨物運送業、その他運送業といった運輸関係の業態や社会保険・社会福祉・介護事業といった業態の咀嚼能力が低い。

これまでの取組と
評価

◎これまでの取組と結果

・健康宣言事業所の健康づくりの取組のフォローアップを目的として、R2年度から千葉県歯科医師会と連携し、希望する健康宣言事業所を対象に
歯科口腔健診を無料で実施している（先着順）。R5年度は健康宣言事業所の被保険者1,251名分の申し込みがあり、326名が受診した。

◎取組に対する評価

・歯科口腔健診の受診率が約３割程度と低いこと、また、歯科健診実施後の効果検証ができていないことが課題。

支部健康課題解決に向け
た咀嚼機能要改善者への
アンケート調査・分析

千葉支部において健診時の問診結果より咀嚼能力が低い者が多いことが健康課題となっている。
しかしながら、なぜ噛めない・噛み難いのか具体的な要因が不明であるため、健診時の問診結果「噛み難い」者に対してアンケート調査を行
い、その要因を分析する。
なお、調査に当たっては、咀嚼に関する質問の回答のほか、咀嚼力の測定結果を記入させる等、定量的に確認できる仕組みを導入すること
とする。

・具体的な咀嚼機能低下要因を明らかにすることで、その改善策を検討する（改善策はR8年度事業として実施）。
・分析結果を踏まえた改善策については、歯科医師会等の関係団体とも連携し、一体感のある効果的な事業を展開することとしたい。
・分析結果を県内メディアを活用して公表し、加入者の健康づくりに関する意識の醸成を図る。

委託概要
効果的なアンケート内容や回答率向上などの専門的な知見を用いて、アンケート調査の設計から、定量的な咀嚼力を調査できるものの準備、送付
書・アンケート調査票・返信用封筒・送付用封筒の作成、調査の実施、調査対象者からの照会への対応、アンケート結果の集計及び分析、咀嚼能
力改善のアプローチ方法（改善策）の提案までの一連の業務。

調査対象・方法

◎調査対象

・令和６年度の健診時の質問「食事をかんで食べる時の状態はどれにあてはまりますか」で、「歯や歯ぐき、かみあわせなど気に
なる部分があり、かみにくいことがある」を選択した13,000人を千葉支部にて抽出。

◎調査方法

・調査対象の住所地に、送付書、アンケート調査票、定量的な咀嚼力を調査できるもの（咀嚼をチェックできるものと使用方法の説明書など）、返
信用封筒を送付用封筒に入れて送付する。回答については、記入いただいたアンケート調査票を返信用封筒で返送してもらう。アンケート調査票に
は、管理番号等を記載し、回答者を特定できるようにする。
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課 題 ④

◎喫煙者の割合が全国平均と比較して高い。
・概ね県全域で喫煙率が高い。
・男女ともに全国平均と比較して喫煙率が高い。
・業態別では道路貨物運送業、その他運送業といった運輸関係の業態の喫煙率の割合が特に高く、次いでその他の職別工事業、総合工事業、
設備工事業といった建設関係の業態及び社会保険・社会福祉・介護事業といった業態の喫煙率が高い。

これまでの取組と
評価

◎これまでの取組と結果

・協会HPにて禁煙成功者の申し出に応じて「禁煙成功表彰状」を交付する事業を実施。主に事業主が社内で禁煙成功者への特典として利用して
おり、R4年度54件、R5年度17件の申請があり表彰状を交付している。
・生活習慣病予防健診契約機関に禁煙パンフを配布して、喫煙者へ交付するように依頼。
・健康宣言事業所と協会けんぽの連名で、禁煙を勧めるチラシを作成して従業員に配布。
・メルマガや健康な職場づくり宣言事業所への情報提供等の広報を年３回程度実施。
・千葉県健康ちば推進班と共同で禁煙啓発イベントの開催や禁煙支援者研修会の案内を実施。

◎取組に対する評価

・いずれも喫煙率を改善するほどのインパクトがない。

喫煙習慣のある被保険者に
対する啓発事業

健診受診時に「喫煙習慣がある」と回答した者の割合が比較的県内でも多い千葉市の対象者に、将来的な肺がんやCOPDの発症や
基礎疾患の重症化を防ぐことができる等の禁煙のメリット（健康面、金銭面）や具体的な禁煙方法を記載した通知書を送付する。通
知書については、対象者の属性（中学生以下の子を持つ者、男性、女性）に応じて3パターン作成する。

対象者の属性（性別、中学生以下の子供を持つ者）に分けて情報提供・啓発を行うことで、対象者の生活背景によって異なる禁煙
によるメリットを効果的に伝えることができる。
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①中学生以下の子（被扶養者）がいる対象者
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②40歳未満（中学生以下の被扶養者なし）
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③40歳以上（中学生以下の被扶養者なし）
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女性限定の集団健診（被扶養者）
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取組目的
扶養者のうち女性が9割以上を占めるため、女性に特化した検査が利用できる集団健診を実施し、特に過去に受診履歴がない対象
者を掘り起こすことで受診率の向上を図る。

実施概要

従来、上期の受診者数が伸び悩んでいることから、年間を通じた受診者数向上の施策を行う必要がある。また、受診券が到着するタイミングで勧奨を
行うことで、予約数の増加へ結びつくことが期待できる。

・会場：主要駅近くの会場（ホテルや商業施設を想定）
公共交通機関でのアクセスが良い会場で行うことにより、車での来場が難しい被扶養者も取り込むことで受診者数の底上げを図る。
7月29日（火）ホテルニューオータニ幕張 7月31日（木）ホテルポートプラザちば で開催

・協会主催の健診で追加することができるオプション健診（骨粗鬆症検診、歯科検診、眼底検査）を組み合わせて実施する。
・当日保健指導実施を必須とする。

【新規事業】
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